
がん患者さんやご家族の皆様が病気や暮らしなど気になること、

相談したいことなど、お話ができる場です。
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　がん患者さんの生活の中で出現する悩みや負担に焦点

をあて、当院がん看護専門看護師の上田看護師が｢がん

と生活｣をテーマにお話しました。

がんと生活
～家事や仕事の工夫を話し合おう～

今回のテーマ

記：医師事務作業補助者　河本百合子 講師：がん看護専門看護師 上田佳奈先生

　　事と治療の両立について

　病気が分かった時、仕事と治療の両立で悩まれ、退職

や廃業を選択される方も居られるようです。国は対策と

して企業と医療機関の両方で仕事をする方を支援する動

きを始めており、仕事と治療の両立は可能であることが

説明されました。

　企業では、配置転換や相談窓口を設けるなどサポート

体制が整いつつあること、当院でもハローワークと協働

し、新しく仕事を探す方や仕事を継続するための支援を

行っていることが紹介されました。

　　 事の工夫

　治療により手足のしびれや腕の動かしにくさなどが出

ることがあります。そんな時に役に立つ、料理の便利グッ

ズや洗濯の工夫などの紹介がありました。参加された方

と実際に困っていることを話し合い、発想の転換をする

ことで気持ちが楽になることがわかりました。

家

　　 療による見た目の変化の工夫

　治療による見た目の変化のひとつに脱毛があります。

ウィッグは様々な価格のものがあり、どれを購入すれば

よいか悩まれる方が多いようです。

　今回は 3 つの価格帯のウィッグを実際に触っていただ

き、値段あてクイズをしました。外観や触感だけでは価

格の違いが分からなかったことから、自分の気に入った

ものが一番であることが実感できました。

　多くの情報が紹介されましたが、その中で無理なくご

自分にあった方法や考え方を選ぶことが最良だというこ

とでした。

　気になる情報がありましたら、がん相談支援センター

までお気軽にお問い合わせください。


